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平
成
二
五
年
度
地
域
支
部定
期
総
会

平
成
二
五
年
度
定
期
総
会
が
．

五
月
二
六
日
　
（
日
）
　
田
無
庁
舎

で
開
催
さ
れ
、
林
北
路
支
詐
長

他
五
名
の
来
賓
を
含
め
二
二
名

が
出
席
し
ま
し
た
。

石
井
副
幹
事
長
の
司
会
に
よ

り
、
中
井
副
支
部
長
の
開
会
挨

拶
に
続
き
、
有
賀
支
部
長
の
挨

拶
の
後
、
規
約
に
よ
り
有
賀
支

部
長
が
議
長
と
な
り
議
事
に
入

り
ま
し
た
。

武
藤
幹
事
長
か
ら
「
平
成
二

四
年
度
会
務
報
告
」
が
、
丸
岡

会
計
か
ら
「
平
成
二
四
年
度
会

計
報
告
」
が
、
水
井
監
査
か
ら

監
査
報
告
が
あ
り
承
認
さ
れ
ま

し
た
。続
い
て
垂
水
副
幹
癒
塵
か
ら

「
平
成
二
五
年
度
事
業
計
画
案
」

が
、
小
垣
原
会
計
か
ら
「
予
算

案
」
　
の
提
案
説
明
が
あ
り
、
原

案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
後
、
武
藤
幹
事
鹿
か
ら

出
席
の
来
賓
紹
介
と
代
表
に
よ

る
祝
辞
を
賜
り
、
最
後
に
野
口

副
支
部
長
か
ら
閉
会
の
挨
拶
が

あ
り
定
期
総
会
は
無
事
終
了
し

ま
し
た
。

閉
会
後
、
会
場
を
食
堂
に
移

し
て
懇
親
会
を
開
催
。
野
口
副
支

蕗
長
の
挨
拶
、
中
井
副
支
部
長

の
乾
杯
で
和
や
か
に
進
む
中
、

市
議
会
議
長
で
会
員
の
小
林
た

つ
や
さ
ん
の
挨
拶
も
あ
り
、
カ

ラ
オ
ケ
を
使
っ
て
の
歌
謡
で
は

リ
ク
エ
ス
ト
が
多
く
、
消
化
で

き
な
い
程
の
盛
況
を
極
め
、
賑

か
な
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
、
最

後
に
全
月
が
給
に
な
っ
て
恒
例

の
校
歌
を
秦
諭
し
て
終
了
し
ま

し
た
。

二
〇
〓
二
年
度

雇
時
代
鵠
員
総
会

七
月
二
八
日
、
本
学
リ
バ
テ

ィ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
五
一
二
名

（
委
任
状
含
む
）
　
が
出
席
し
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
は
、
村
山
富
市
校
友
会

名
誉
会
長
、
向
殿
校
友
会
長
の

あ
い
さ
つ
、
日
高
理
事
長
、
福

留
学
良
な
ど
の
祝
辞
の
後
議
事

に
入
る
。

議
事
は
、
二
〇
一
二
年
度
会

務
報
告
、
二
〇
一
二
年
度
決
算

報
告
及
び
監
査
報
告
、
二
〇
一

三
年
度
尊
重
計
画
案
、
同
予
算

案
他
に
つ
い
て
審
議
決
定
し
ま

し
た
。議啓
終
了
後
、
卒
業
生
校
友

会
表
彰
（
三
代
及
び
兄
弟
三
人

卒
業
生
）
　
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
本
年
一
〇
月
開
催

さ
れ
る
全
国
校
友
大
分
大
会
及

び
二
〇
一
四
年
開
催
の
新
潟
大

会
の
ア
ピ
ー
ル
が
あ
り
閉
会
し

ま
し
た
。

支
部
長
・
地
域
支
部
長
・

本
部
員
懇
談
会

七
月
二
七
日
、
駿
河
台
キ
ャ

ン
バ
ス
、
ア
カ
デ
ミ
ー
コ
モ
ン

に
お
い
て
二
四
〇
名
余
が
出
席

し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

懇
談
会
は
、
向
殿
校
友
会
長

の
あ
い
さ
つ
、
日
高
理
事
塵
の

祝
辞
の
後
議
事
に
入
る
。

議
事
は
、
報
告
事
項
が
中
心

で
、
本
年
一
〇
月
開
催
の
全
国

校
友
大
分
大
会
の
開
催
、
二
〇

一
四
年
度
校
友
会
本
部
日
程
、

同
年
度
支
部
日
程
及
び
同
年
公

開
講
演
会
、
第
一
六
回
ホ
ー
ム

カ
ミ
ン
グ
デ
ー
園
催
及
び
校
友

会
学
生
助
成
等
の
諸
報
告
が
あ

り
こ
れ
を
承
認
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
福
宮
学
長
の
　
「
次

代
を
拓
き
、
世
界
へ
発
倍
す
る

大
学
」
を
目
指
し
て
を
テ
ー
マ

に
講
演
会
が
あ
り
閉
会
し
ま

し
た
。

東
京
醜
北
部
支
部

平
成
二
五
年
度
定
時
総
会

本
年
度
の
北
部
支
鉢
定
時
総

会
は
、
昨
年
と
同
じ
池
袋
メ
ト

ロ
ポ
リ
タ
ン
ホ
テ
ル
を
会
場
に

四
月
二
九
日
二
二
〇
名
が
出
席

し
て
開
催
さ
れ
、
当
地
域
支
部

か
ら
は
有
賀
支
部
長
、
中
井
副

支
部
長
、
武
藤
幹
壷
長
、
垂
水
、

石
井
両
副
幹
事
長
の
玉
名
が

出
席
ま
し
た
。

第
一
詐
定
時
総
会
は
大
沢
桑

美
副
支
部
長
の
閉
会
の
辞
、
林

幸
雄
支
部
長
挨
拶
に
親
き
、
林

支
部
長
の
議
長
の
下
、
議
案
の

審
議
に
入
り
ま
し
た
。
二
四
年

度
の
事
業
報
告
・
決
算
報
告
の

承
認
、
二
五
年
度
の
事
業
計
繭

・
予
算
案
等
は
原
案
通
り
承
認

さ
れ
、
総
会
は
浦
場
一
致
で
無

事
に
終
了
し
ま
し
た
。

第
二
部
は
懇
親
会
、
恒
例
の

各
地
域
支
部
ご
と
の
記
念
撮
影

も
盛
り
込
ま
れ
、
和
気
あ
い
あ

い
楽
し
い
有
意
義
な
時
間
を
満

喫
、
校
歌
斉
項
・
万
歳
三
唱
を

も
っ
て
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

明治大学校友会西東京地域支部役員

平成25年9月現在

役　　 義 氏　　 名 担当地域 卒隻年度

支 部 長 右　 賀　　　 茂 芝久保町・三鷹市 昭3 1

副文諦長 巾　 井　　　 手 東伏見・練馬区 昭2 4

p l支部長 野　 口　 清　 次 幅町・ひばりが丘 昭3 1

劉支軒長 石　 井　 利　 正 住吉町・保谷町 昭 3 5

劇支鮪畏 水　 井　 高　 志 谷戸町・中町 昭3 8

幹 事 長 垂　 水　 正　 紀 北町・下保谷 由4 2

幹事（事書局付） 菅　 原　 莫　 臣 雨町 平1 5

会　　 計 丸　 岡　 忠　 明 田蔓町西風町慮柑 市 昭 3 2

会　　 計 小虚脱　 郁　 子 向台町 昭 3 1

幹　　 事 江　 原　 泰　 弘 昭 3 4

幹　　 事 鶴　 田　　　 巌 新町・向台町 昭 4 2

幹　　 事 後　 藤　 義　 昭 田無町・芝久保町 昭 4 1

幹　　 事 浜　 田　　　 畳 泉町・東町 昭 4 5

幹　　 事 糟　 井　 哲　 郎 柳沢・富士町 平　 6

監　　 査 中　 澤　 千枝子 線町・北原町 昭 3 2

監　　 査 武　 藤　 迫　 4 谷戸町・ひばりが丘此 昭4 5

任靭　平成27年3月31日
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全
国
校
友
会
大
会
の
報
告

垂
　
水
　
正
　
妃

（
昭
四
二
文
牢
）

第
四
九
回
大
分
大
会
が
「
洩

～
わ
く
味
わ
く
明
治
わ
く
－
」

と
銘
打
っ
た
大
会
が
平
成
二
五

年
一
〇
月
五
日
（
土
）
に
別
府
ビ

ー
コ
ン
・
プ
ラ
ザ
フ
ィ
ル
ハ
ー

モ
ニ
ア
ホ
ー
ル
で
全
国
・
海
外

か
ら
一
、
一
五
〇
人
が
参
加
。

広
瀬
大
分
県
知
事
、
濱
田
別

府
市
長
は
じ
め
多
数
の
来
賓
及

び
向
殿
校
友
会
良
、
日
高
理
事

長
、
福
宮
学
長
等
大
学
役
員
が

出
席
し
て
開
催
さ
れ
た
。

式
典
の
後
、
明
治
大
学
マ
ン

ド
リ
ン
倶
楽
部
の
音
楽
監
督
で

常
任
指
揮
者
の
判
明
姻
丸
喘

二
九
六
二
年
法
学
部
卒
）
の
講

演
、
「
古
賀
政
男
と
マ
ン
タ
ラ

と
私
」
が
あ
り
ま
し
た
。
マ
ン

ド
リ
ン
倶
繁
雑
の
創
設
者
で
昭

和
歌
謡
史
に
輝
か
し
い
功
績
を

遺
し
た
古
賀
政
男
氏
　
（
一
九
二

六
年
商
学
部
卒
）

や
交
流
・
自
身
の
作
編
曲
の
活

動
等
を
映
像
と
音
楽
（
O
B
五

よ
る
生
演
奏
）
　
を
交
え
て

披
露
し
ま
し
た
。

な
お
、
東
京
都
北
部
支
部
か

ら
は
約
四
〇
人
が
参
加
、
西
東

京
地
域
支
払
か
ら
は
後
藤
幹
事

（
S
四
一
年
工
事
）
と
安
松
倉
貝

（
S
四
一
年
政
経
卒
）
小
生
の
三

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

書
繍
　
弓
道
－
過
か
な
る
遺

鶴
　
田
　
　
豪

（
昭
四
二
商
卒
）

昔
．
中
国
の
官
吏
登
用
試
験

に
は
弓
肘
が
実
施
さ
れ
た
そ
う

で
す
。
射
場
へ
の
入
退
場
、
行

肘
等
一
連
の
所
作
立
振
る
舞
い

か
ら
人
物
の
能
力
、
性
格
、
品

性
等
を
観
る
こ
と
が
で
き
た

（
寛
徳
の
許
）
　
か
ら
で
す
。

現
代
の
弓
は
、
生
活
の
正
典
、

吸
い
の
武
許
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

今
日
の
弓
道
は
、
射
術
と
射
品

の
向
上
、
即
ち
人
間
性
の
向
上

ま
で
を
も
見
据
え
た
武
道
と

し
て
、
最
終
的
に
は
豊
か
な
人

間
関
係
、
充
実
し
た
日
常
生

活
を
送
る
こ
と
を
目
倭
と
し
て

い
ま
す
。
最
近
で
は
、
老
若
男

女
多
数
の
方
に
注
E
き
れ
始
め

て
い
る
武
道
で
す
。

私
事
で
す
が
、
今
夏
故
郷
九

州
に
墓
参
し
、
帰
途
ご
先
祖
様

の
神
社
に
弓
道
演
武
を
奉
納
致

し
ま
し
た
。
息
子
二
人
も
帯
同

し
、
演
武
の
介
添
役
と
し
て
地

元
の
方
々
に
も
紹
介
で
き
、
何
よ

り
の
先
祖
供
養
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
演
武
に
つ
い
て
は

r
ま
だ
ま
だ
修
業
が
足
り
ん
－
」

と
ご
先
祖
様
の
叱
声
が
聞
こ
え

た
よ
う
で
、
こ
れ
を
機
に
来
年
は

弓
道
五
段
を
目
指
し
更
に
精
進

す
る
決
意
を
固
め
た
次
第
で
す
。

北
部
支
部
に
つ
い
て

東
京
に
は
、
東
・
西
・
南
・
北
・

多
摩
の
五
支
部
が
あ
り
ま
す
。

北
部
支
部
は
二
〇
〇
三
年
四

月
、
荒
川
区
、
板
橋
区
、
北
区
、

豊
島
区
、
練
馬
区
、
文
京
区
の

六
地
域
支
部
体
制
で
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
二
〇
〇

四
年
に
西
東
京
市
を
加
え
て
六

区
一
市
の
体
制
に
な
り
ま
し
た

が
、
西
東
京
市
を
除
け
ば
武
蔵

国
北
豊
島
郡
を
網
羅
す
る
地
域

と
言
え
ま
す
。

北
部
支
部
に
は
、
一
六
、
八

〇
八
名
の
住
所
判
明
校
友
が
店

任
し
て
お
り
、
地
域
支
醜
ご
と

の
居
住
者
数
は
荒
川
区
一
、
二

五
七
名
、
板
橋
区
三
、
二
九
四

名
、
北
区
二
、
二
九
三
名
、
豊

島
区
一
、
九
一
四
名
、
文
京
区

一
、
八
二
〇
名
、
西
東
京
市
一
、

三
三
五
名
で
す
。

東
京
六
大
学
野
坪

三
八
年
ぶ
り
春
秋
連
覇
達
成

一
〇
月
二
八
日
、
東
京
六
大

学
野
球
秋
季
リ
ー
グ
で
、
法
政

大
学
に
逆
転
で
五
対
三
で
勝
利

し
、
二
期
連
続
と
な
る
三
六
回

日
の
優
勝
を
決
め
た
。
同
一
年

で
の
春
秋
連
覇
は
、
昭
和
五
〇

年
以
来
三
八
年
ぶ
り
。

ス
タ
ン
ド
で
観
鮫
し
て
い
た

校
友
の
男
性
は
「
い
い
試
合
だ

っ
た
。
一
年
に
二
度
も
優
醸
す

（明治大学広報から抜粋）

；　　　　お知らせ
1■　　　平成26年新年会

ご‥　会い賛助会員多数のご参加を里
：．（　日　時1月為日（土）午後3時、
■■く　場　所　市役所田無庁舎lF　食堂
×　会　費　男性4．（め0円　女性3．∝X】円
×　参加申込は準備の都合上．1月10日（金）までに
■（　垂水幹事長（加入）（携帯）0知－2303－1412
菅原幹事（夜間）（携帯〉　0執）一3576－8888へ

蔓：認霊㌶敲コース（ご抑
X　　　　早春の奥多摩を楽しみませんか0
ごご　族族　ごご友　‖　知人、お請いあわせの上、

多数のご参加をお待ちしてます。

●平成28年3月15日（土〉
（予備日29日（土）雨天等延期の場合）
中央線武蔵境駅改札口集合　午前7時40分
ひばりケ丘改札口集合　　　午前7時20分
●義　合JR高尾駅北口　午前8時30分
8時40分発パス乗車（予定）
●鰻重コース（所要時間約3時間30分）
l噂一喝高股下一陣馬山一貫倍山一小仏峠－
′ト仏バス停一高尾（解散）
●持ち物　覆きなれ丈：」亨底の靴　弁当　水
繁くない服装　帽子　軍手（手袋）　雨具
タオル　保険証（コピー可〉
マップ（高尾・陣馬）　バスモ重た：はスイカ

交通貴等
●蓼加申込み及び間合せ
野口副支市長　（携帯）090－1466－0886
石井副支】格技　（携帯）㈱－7242－（旧67

御ヲ．14日－正札

2013年私立大学志願者ランキング　2018年司法試験　大学別合格者数
（′くスナビ：旺文社から抜粋）

順 位 （昨 年 ） 大 学 名 合 格 者 数 受 験 者 数

l （3 ） 慶 応 義 塾 大 3 5 4 2 0 1

2 （2 ） 東 京 大 （国 立 ） 3 5 7 1 9 7

3 （4 ） 早 稲 田 夫 4 7 9 1 8 4

4 （ 1 ） 中 央 大 4 4 2 1 7 7

5 （5 ） 京 都 大 （国 立 ） 2 4 6 1 2 9

6 （7 ） → 義 夫 （国 立 ） 1 2 3 6 7

7 （6 J 明 治 大 3 5 4 6 5

8 （8 ） 大 阪 大 （国 立 ） 14 0 5 1

9 （10 ） 北 海 道 大 （国 立 ） 1 50 5 0

1 0 （9 ） 神 戸 大 （国 立 ） 12 5 4 6

1 0 （10 ） 上 智 大 1 74 4 6

廠 位

（前 年 ）
大 学 名

志 麒
者 数 前 年

1 日 明 治 大 10 9 ．9 4 4 ＝ 3 ．3 2 0

2 （2 ） 早 稲 田 大 10 6 ．7 6 8 1 0 8 ，5 2 7

3 （8 ） 近 畿 大 9 8 ．4 2 8 7 9 ．7 4 4

4 （6 ） 日本 犬 9 2 ，5 0 8 8 4 ，5 14

5 （4 ） 法 政 大 8 9 ，04 7 8 5，12 9

6 （7 ） 関 西 大 8 6 ，7 5 3 7 9 ．9 8 0

7 （3 ） 立 命 館 大 8 2 ．6 3 7 8 5 ，13 8

8 （5 ） 中 央 大 8 2 ．22 0 朗 ．9 4 0

9 （10 ） 東 洋 大 7 1，2 6 6 6 4 ，8 2 9

10 （9 ） 立 教 大 7 1，0 9 6 6 9 ．4 5 2

る
な
ん
て
J
J
ん
な
う
れ
し
い
こ

と
は
な
い
。
」
と
興
奮
し
た
様
子
。

着
汲
監
督
は
、
「
と
に
か
く

様
習
を
き
っ
ち
り
と
積
み
重
ね

て
き
た
成
果
。
」
と
選
手
の
結
束

を
称
賛
。
来
年
の
後
輩
に
も
い

い
刺
激
。
大
い
に
期
待
し
た
い
。

来
春
の
リ
ー
グ
に
は
校
友
と

し
て
皆
で
応
援
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

会
報
第
九
号
の
発
行
が
諸
般

の
事
情
に
上
り
遅
れ
ま
し
た
こ

と
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

安
倍
新
政
権
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
を
掲
げ
、
デ
フ
レ
脱
却
の
景

気
対
策
。
本
当
に
景
気
は
回
復

し
て
る
の
か
疑
問
。
来
年
四
月
か

ら
消
費
税
引
き
上
げ
。
庶
民
の

負
担
は
増
す
は
か
り
。

国
民
不
在
の
図
会
論
議
。
東

日
本
震
災
復
興
対
策
や
東
電
福

島
原
発
事
故
の
国
民
不
安
を
ど

う
払
拭
し
解
決
す
る
の
か
。

今
年
は
災
害
の
多
か
っ
た
年
。

被
災
さ
れ
た
方
々
に
は
一
日
も

早
い
立
ち
直
り
を
。
今
年
も
気

忙
し
い
師
走
を
迎
え
ま
し
た
。

新
し
い
年
が
明
る
い
一
年
で
あ

り
ま
す
よ
う
に
‥
・

来
年
も
よ
ろ
し
く
　
（
T
・
Ⅰ
）


